
広報 2012

2/1

市・県民税と所得税の申告
地産池消の取り組みをすすめています　
募集　ふしぎ科学マジック＆クラフト　
「子ども110番の家」の設置にご協力を

冬こそ…歩き隊！
　みんなで健康☆元気になろう！
地域創造事業の提案を募集します
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ひこね市文化プラザ
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文
化
プ
ラ
ザ
の
元
気
が

ま
ち
全
体
の
元
気
に

　
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

　

館
長
代
理

　
　
　
　
　
　

  

筒
井　

和
彦
さ
ん

　　

バ
ブ
ル
経
済
期
、
全
国
各
地
で
競
う
よ

う
に
豪
華
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
の

文
化
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
催
し
物
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
会
館
や
、
利
用
が
少
な
く
休
館

に
追
い
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
が

元
気
に
開
館
で
き
る
の
は
、
皆
さ
ん
に
広

く
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
原
動
力

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

２
月
に
開
催
す
る
「
原
点
回
帰
〜
プ
ラ

ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
」
で
は
、
30
を
超

え
る
芸
術
文
化
を
愛
す
る
団
体
が
一
堂
に

会
し
、
舞
台
発
表
や
展
示
を
行
い
ま
す
。

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
は
、
常
に
発
表
者

や
鑑
賞
者
と
と
も
に
あ
る
の
で
す
。

　

彦
根
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要よ

う

衝し
ょ
うで
あ

る
と
と
も
に
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
、
江
戸

時
代
以
降
は
彦
根
藩
の
城
下
町
と
し
て
さ

ら
に
繁
栄
し
、
人
と
も
の
が
活
発
に
行
き

交
う
交
流
の
ま
ち
で
あ
り
、
独
自
の
文
化

「彦根ならでは」の文化を育み　　　

を
発
信
す
る
ま
ち
で
し
た
。

　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
は
、
こ
の
歴
史

都
市
・
彦
根
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
戦
国
・
江
戸
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
歴
史
手
習
塾
」
は
、

ま
さ
に
彦
根
な
ら
で
は
で
す
。
今
年
２
月

か
ら
は
、
震
災
を
受
け
、「
災
害
」
の
怖

さ
を
再
認
識
す
る
中
、
江
戸
時
代
に
起

こ
っ
た
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
が
始
ま

り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
西
で
は
比
較
的
な
じ
み
の
薄

い
江
戸
文
化
に
親
し
む
催
し
と
し
て
、「
金

亀
亭
落
語
ラ
イ
ブ
」
の
中
で
江
戸
落
語
を

定
期
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
上
方
落
語

公
演
が
多
い
滋
賀
で
は
珍
し
く
、
一
味

違
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
伝
統
芸
能
で
は

落
語
だ
け
で
な
く
歌
舞
伎
や
文
楽
な
ど
の

公
演
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
、
城

下
町
ど
う
し
の
交
流
と
し
て
、
一
昨
年
11

月
に
始
め
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
金
沢
と
の
文
化
創
造
提
携
が
あ
り
ま

す
。
音
楽
を
通
じ
て
都
市
間
で
の
文
化
交

流
を
行
う
試
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
新
鮮
な
発
想
で
、

文
化
の
興
隆
が
彦
根
全
体
の
繁
栄
に
つ
な

が
る
よ
う
、
新
た
な
芸
術
文
化
の
発
信
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

感
動
を
味
わ
う
空
間
、
心
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
場
と
し
て
、
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
を
広
く
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
一

人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ

く
こ
と
が
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の
元
気

の
源
、
何
よ
り
の
ご
支
援
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

彦
根
市
は
、
彦
根
城
天
守
と
彦
根
屏
風
と

い
う
２
つ
の
国
宝
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
す

ば
ら
し
い
文
化
財
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、

井
伊
直な

お

弼す
け

を
は
じ
め
森
川
許き

ょ

六り
く

、
日く

下さ
か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

な
ど
の
文
化
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
偉
大
な
先
人
に
倣な

ら

い
、
彦
根
な
ら
で
は
の

新
し
い
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
生
活
様
式
の
変
化
や
団
塊
世
代

が
大
量
退
職
す
る
時
期
を
迎
え
る
な
ど
社
会

状
況
の
大
き
な
変
化
の
も
と
、
文
化
・
芸
術

に
対
す
る
関
心
は
よ
り
一
層
高
ま
る
と
と
も

に
、
地
域
・
経
済
の
振
興
や
健
康
・
福
祉
の

増
進
な
ど
と
の
関
わ
り
か
ら
も
、
文
化
振
興

の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
15
周
年
を
迎
え
る
ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ
で
は
、
彦
根
な
ら
で
は
の
文

化
の
創
造
を
目
指
す
と
い
う
開
館
の
理
念
に

立
ち
返
っ
た
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
そ

の
事
業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
施
設
を
運

営
す
る
側
、
利
用
す
る
側
双
方
の
声
を
紹
介

し
ま
す
。

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち 

を
目
指
す

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
、
生
涯
学
習
の
拠
点

☎ 26-8601、FAX26-8602  ホームページ http://bunpla.jp/

心の豊かさを実感できる舞台

グランドホール舞台から客席を見る
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出
演
団
体
の
声

　　
【
児
童
劇
部
門
】
の
打
ち
合
わ
せ
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

行
き
、「
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
出
演
に
対
す
る
意

気
込
み
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

○
人
形
劇
団
び
っ
く
り
箱

　

４
年
前
に
文
化
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
に
よ
る
人
形

劇
の
講
習
会
に
参
加
し
、
人
形
劇
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

○
人
形
劇
「
ゼ
ロ
の
会
」

　

結
成
33
年
、
常
に
初
心
に
帰
っ
た
つ
も
り
で
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
以
前
に
作
っ
た
作
品
を
リ
メ

イ
ク
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
彦
根
東
高
校
演
劇
部

　

小
さ
い
子
ど
も
た

ち
相
手
の
演
劇
は
初

め
て
で
、
多
少
不
安

で
す
が
、
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、

ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン

を
入
れ
た
り
、
演
出

を
工
夫
し
た
り
し
て

い
ま
す
。「
分
か
り
や

す
い
劇
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

○
彦
根
西
高
校
演
劇
部

　

児
童
劇
は
初
め
て

の
挑
戦
で
す
。
こ
の

時
期
は
演
劇
を
発
表

す
る
場
が
な
く
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
と

て
も
励
み
に
な
り
ま

す
。

　
彦
根
市
は
２
月
11
日

( 土・祝 )
に
市
制
施
行
75
周
年
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
開
館
15
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
文
化
・
芸
術
団
体
や
個
人

が
日
頃
、
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
を
発
表

し
、
皆
さ
ん
に
優
れ
た
作
品
や
舞
台
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、「
原
点
回
帰
～
プ
ラ
ザ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
「
原
点
回
帰
～
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
」
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
児
童
劇
、
邦
楽
・

邦
舞
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
、
舞
踊
、
軽
音
楽
の
６

つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
構
成
す
る
舞
台
部
門
と
市
内
８

つ
の
地
区
公
民
館
単
位
で
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど

を
展
示
す
る
展
示
部
門
で
構
成
か
ら
な
り
、
グ
ラ

ン
ド
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

の
施
設
全
て
を
会
場
と
し
た
“
文
化
と
舞
台
芸
術

の
祭
典
”
で
す
。

　

２
月
９
日
㈭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
地
元
出

身
の
奏
者
を
中
心
と
し
た
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
「
無
限

M
U

G
EN

」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
☎

23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

　オープニングコンサート
日　時	 　２月９日㈭　19：00（開場 18：30）
会　場	 　グランドホール
出　演	 　―太鼓ユニットー　無限 MUGEN、彦根古城太鼓
　全席自由　一般 1,000 円　中学生以下 500 円
　「無限 MUGEN」は、地元「彦根古城太鼓」出身の花原兄
弟を中心とし、国内だけでなく海外でも積極的な活動を行っ
ている太鼓ユニットです。激しく、そして洗練されたパフォ
ーマンスをどうぞお楽しみください。
※チケットは、ひこね市文化プラザ、みずほ文化センター、彦根市民会館にて発売中

舞
台
部
門
（
入
場
無
料
）

【
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
】

日
時　

２
月
10
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
〜
同
８
時
30
分

会
場　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

出
演　

①
木
村
優
子
・
木
村
菜な

乃の

、
②
飯い

い

川か
わ

弓
恵
、
③
歌

声
倶く

楽ら

部ぶ

ら
・
ら
・
ら
、
せ
せ
ら
ぎ
コ
ー
ラ
ス
、
コ
ー

ラ
ス
ひ
び
き
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
南
風
、　

④
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ｍ
ｅ

ｎ
ｓ 
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
、
⑤
彦
根
市
民
合
唱
団
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
Ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ａ
（
出
演
順
）

【
児
童
劇
部
門
】

日
時　

２
月
11
日

( 土・祝 )　

午
後
０
時
30
分
〜
同
２
時
30
分

会
場　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

出
演　

①
人
形
劇
団
び
っ
く
り
箱
、
②
彦
根
東
高
等
学
校

演
劇
部
、
③
彦
根
西
高
等
学
校
演
劇
部
、
④
人
形
劇
「
ゼ

ロ
の
会
」（
出
演
順
）

【
邦
楽
・
邦
舞
部
門
】

日
時　

２
月
11
日

( 土・祝 )　

午
後
３
時
〜
同
５
時

会
場　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

出
演　

①
錦き

ん

城じ
ょ
う

会か
い

彦
根
支
部
、
②
深み

山や
ま

流り
ゅ
う

永ひ
さ

眞み

会か
い

、
③
正せ

い

派は

若わ
か

柳や
ぎ

流り
ゅ
う

湖こ

粋す
い

会か
い

、
④
生い

く

田た

流り
ゅ
う

正せ
い

派は

紫
む
ら
さ
き

会か
い

、
⑤
都み

や
こ

流
り
ゅ
う

彦ひ
こ

根ね

九こ
こ

重の
え

会か
い

、
⑥
詩し

舞ぶ

道ど
う

錦き
ん

城じ
ょ
う

流り
ゅ
う

彦
根
支
部
、
⑦
宮み

や

城ぎ

会か
い

・
藤ふ

じ

野の

社し
ゃ

、
筑ち

く

前ぜ
ん

琵び

琶わ

彦ひ
こ

根ね

旭き
ょ
く

城じ
ょ
う

会か
い

（
出
演
順
）

【
公
民
館
サ
ー
ク
ル
部
門
】

日
時　

２
月
12
日
㈰　

午
後
０
時
30
分
〜
同
２
時
30
分

会
場　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

出
演　

①
淡お

う

海み

琴き
ん

佑ゆ
う

会か
い

、
②
河
瀬
キ
ー
ボ
ー
ド 

そ
よ
風
、

③
ハ
ラ
ウ 

フ
ラ 

オ 

カ
ウ
イ
オ
ナ
ラ
ニ
、
④
和わ

香こ
う

会か
い

、

⑤
天て

ん

父ぶ

報ほ
う

恩お
ん

鼓こ

、
⑥
Ｓ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

ミ
ッ
ク
ス
（
出
演
順
）

【
舞
踊
部
門
】

日
時　

２
月
12
日
㈰　

午
後
３
時
〜
同
５
時

会
場　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

出
演　

①
Ｓ
・
Ｌ
・
Ｐ
バ
レ
エ
＆
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
、
②
カ
ン
パ
ニ
ー
・
ボ
ナ 

テ
ラ 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

バ
レ
エ 

ス
タ
ジ
オ
、
③
春
日
バ
レ
エ
彦
根
支
部 

ダ
ン
ス

部
（
成
人
）、
④
Ａ
Ｂ
Ａ
靖や

す

本も
と

バ
レ
エ
、
⑤
中
田
佳よ

し

美み

バ

レ
エ
教
室
、
⑥
小
野
佳
代
子
バ
レ
エ
教
室
（
出
演
順
）

【
軽
音
楽
部
門
】

日
時　

２
月
12
日
㈰　

午
後
６
時
〜
同
８
時

会
場　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

出
演　

①
Ｓ
ｈ
ｅ
ｅ
ｐ
、②
ウ
ツ
リ
ゲ
、③
Ｓ
Ａ
、④
Ｂ
ｉ
ｇ 

× 

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
（
出
演
順
）

※
舞
台
部
門
は
、
全
て
入
場
無
料
で
す
が
、
入
場
に
は
整

理
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
当
日
、

チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階
）
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

展
示
部
門
（
入
場
無
料
）

日
時　

２
月
11
日

( 土・祝 )
・
12
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
両
日
と
も
）

会
場　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟

　

○
第
１
研
修
室:

西
地
区
公
民
館

　

○
第
２
研
修
室:

東
地
区
公
民
館
、
旭
森
地
区
公
民
館

　

○
第
３
研
修
室:

河
瀬
地
区
公
民
館
、
中
地
区
公
民
館

　

○
視
聴
覚
室:

鳥
居
本
地
区
公
民
館
、
南
地
区
公
民
館

　

○
展
示
ロ
ビ
ー:

稲
枝
地
区
公
民
館

原
点
回
帰
〜
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

彦  

根  

市  

制  

施  

行
　
75   

周  

年

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
開
館
15
周
年
　
記
念
事
業

２
月
９
日
㈭
〜
同
12
日
㈰　
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

'

（向かって左から）メッセホール棟、グランドホール棟、エコーホール棟
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写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
雛

と
雛
道
具
」
で
２
月
３
日
㈮
～
３
月

６
日
㈫
の
期
間
、
展
示
し
ま
す
。（
期

間
中
無
休
）　

家
紋
の
橘
と
松
平
家
の
家
紋
の
葵
が
表

さ
れ
て
い
ま
す
。内
側
の
天
井
と
壁
面
に

は
、金
地
に
四
季
の
花
鳥
が
彩
り
豊
か
に

描
か
れ
て
お
り
、あ
た
か
も
大
書
院
の
壁

画
を
見
る
よ
う
な
趣
が
あ
り
ま
す
。
屋

根
は
唐か

ら

破は

風ふ

と
い
う
形
式
で
、荘
重
な
印

象
を
与
え
ま
す
。さ
ら
に
は
随
所
に
き
ら

び
や
か
な
飾
金
具
が
あ
し
ら
わ
れ
、ま
さ

に
、小
さ
な
御
殿
と
も
言
え
る
し
つ
ら
え

で
す
。

　

明
治
を
迎
え
、生
活
の
洋
式
化
が
進
む

と
、
人
力
車
が
普
及
し
、
駕
籠
の
使
用
は

絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。弥
千
代
の
駕
籠
を

は
じ
め
、
今
に
伝
わ
る
豪
華
な
女
乗
物

は
、江
戸
時
代
に
花
開
い
た
乗
物
を
飾
る

文
化
の
頂
点
を
極
め
た
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。弥
千
代
の
駕
籠
を
手
が
か
り

に
、江
戸
時
代
の
乗
物
の
き
ら
び
や
か
な

世
界
に
、触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

な
ど
で
は
、
古
く
か
ら
車
輪
を
備
え
た

形
式
が
主
流
を
占
め
ま
し
た
が
、
日
本

の
場
合
、
車
に
適
し
た
道
路
の
整
備
が

京
都
以
外
で
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

車
は
小
回
り
が
利
か
な
い
こ
と
、
製
作

費
用
が
莫
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
輿
や

駕
籠
が
主
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

輿
と
駕
籠
は
、
担
い
で
運
ぶ
点
は
同

じ
で
す
が
、
輿
は
、
乗
台
の
底
部
に
担に

な

い
棒
を
通
し
た
形
の
も
の
で
あ
り
、
駕

籠
は
、
屋
根
に
担
ぎ
棒
を
通
す
構
造
で

す
。
駕
籠
は
、
輿
の
よ
う
に
台
を
高
く

持
ち
上
げ
る
必
要
が
な
い
た
め
安
定
性

が
良
く
、
材
料
も
少
量
で
済
む
と
い
う

利
点
が
あ
り
、
輿
に
比
べ
る
と
よ
り
機

能
的
な
構
造
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
、
駕
籠
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ

た
頃
に
は
広
く
普
及
し
、
人
々
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

駕
籠
は
、
乗
る
人
の
身
分
や
職
業
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
し

た
が
、
大
き
く
は
２
種
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
庶
民
用
の
も
の
と
貴
人
用
の
も
の

で
す
。
当
時
は
、
前
者
は
「
駕
籠
」、
後

者
は
「
乗の

り

物も
の

」
と
呼
ば
れ
、
特
に
外
観

　

古
来
、
日
本
で
用
い
ら
れ
た
乗
物
に

は
、車
と
輿こ

し

、駕か

籠ご

が
あ
り
ま
す
。
車
は

車
輪
を
備
え
た
も
の
で
、
牛
な
ど
に
引

か
せ
る
乗
物
で
す
。輿
と
駕
籠
は
、人
が

担か
つ

い
で
運
ぶ
乗
物
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

江
戸
の
乗
物 –

女
乗
物
の
世
界–

に
お
い
て
、
両
者
の

違
い
は
明
白
で
し

た
。
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、乗
物

は
、
単
に
移
動
す
る
た
め
だ
け
の
道
具

で
は
な
く
、
時
に
は
華
麗
な
装
飾
を
加

え
、
権
力
を
示
す
た
め
に
用
い
る
も
の

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
な
か
で
も
、
高

位
の
女
性
が
使
用
す
る
乗
物
は
、「
女
乗

物
」
と
呼
ば
れ
、
動
く
美
術
品
と
言
え

る
ほ
ど
華
麗
な
も
の
で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
風
俗
を
書
い
た
喜き

田た

川が
わ

守も
り

貞さ
だ

の
風
俗
誌
『
守も

り

貞さ
だ

謾ま
ん

稿こ
う

』
に
、
女

乗
物
の
特
徴
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
本
か
ら
、
女
乗
物
の
外
装
は

５
種
に
分
類
さ
れ
、
身
分
に
よ
っ
て
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
黒く

ろ

漆う
る
し

塗ぬ
り

金き
ん

蒔ま
き

絵え

を
施
し
た
も
の
が
最
も
格
が
高
く
、

大
名
の
奥
方
を
は
じ
め
、
高
位
の
女
性

が
用
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
現
存
す
る
作
品
で
そ
の
具

体
的
な
例
を
紹
介
し
ま
す
。
写
真
は
、井

伊
家
13
代
直な

お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

（
１
８

４
５
～
１
９
２
７
）
が
、安
政
５
年
（
１

８
５
８
）
に
高
松
藩
松
平
家
世
子
頼よ

り

聡と
し

に
嫁
ぐ
際
に
調
え
た
婚
礼
調
度
の
一
つ

で
す
。
全
面
に
黒
漆
塗
が
施
さ
れ
、
金

蒔
絵
で
松
竹
梅
の
模
様
と
、
井
伊
家
の

▲黒漆塗松竹梅葵橘紋女乗物

お
ん
な  

の
り    

も
の
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市・県民税
の 申 告

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

期
限
が
近
づ
く
と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。

早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

所得税の
確定申告

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
１
年

間
の
所
得
と
税
額
を
計
算
し
、
申
告
・

納
付
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人
で
、期
限
ま
で

に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告

を
し
た
り
す
る
と
、延
滞
税
や
加
算
税

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
は

彦
根
商
工
会
議
所
で
す

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
、

昨
年
と
同
じ
く
彦
根
商
工
会
議
所
４
階
で

す
。彦
根
税
務
署
に
は
申
告
会
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、午
後
４
時
30
分
頃

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
作
成
は
パ
ソ
コ
ン
で
!!

　

申
告
会
場
で
は
、申
告
書
な
ど
を
自
分
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進

し
、パ
ソ
コ
ン
で
の
申
告
書
の
作
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
会
場
を
巡

回
し
て
い
る
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
、
自
宅
で

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
申
告
用
デ

ー
タ
が
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
簡

単
な
操
作
で
電
子
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

電
子
申
告
に
必
要
な

手
続
き
に
つ
い
て
は
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
中
で
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
ご
案
内

　

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、「
申
告
の
ご
案
内
」
を
郵
送

し
ま
す
。
申
告
書
用
紙
は
、
申
告
の
受
付

会
場
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
場

で
作
成
で
き
ま
す
。
事
前
に
申
告
書
用
紙

が
必
要
な
場
合
は
、　

税
務
課（
市
役
所
２

階
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

彦
根
市
で
は
、
申
告
受
付
を
左
の
日
程
で

行
い
ま
す
。「
申
告
の
ご
案
内
」の
送
付
が
な

か
っ
た
人
で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合
は
最

寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
（
こ
の

ペ
ー
ジ
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
す
る
人

は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

は
、「
収
支
内
訳
書
」
が
必
要
で
す
。
事

前
に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
に
必
要
な
も
の­

▽
「
申
告
の
ご
案
内
」

▽
印
鑑

市民会館 市役所

郵便局

商工会議所

城東
小学校

市民会館

NTT

彦根税務署
彦
根
城
へ

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

いきている

▽
平
成
23
年
中
の
所
得
が
明
ら
か
に
な

る
書
類（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど
）

▽
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
「
収
支

内
訳
書
」

▽
所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
に
関

す
る
書
類
（
医
療
費
、
雑
損
控
除
の
対
象
と

な
る
各
種
領
収
書
や
証
明
書
お
よ
び
医
療
費
の

明
細
書
、
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の

控
除
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
の
支
払
証
明
書
、
寄
附
金
の
領
収
書
な
ど
）

▽
配
偶
者
（
特
別
）
控
除
を
受
け
る
人
に
つ

い
て
は
、
配
偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き

る
書
類
な
ど

▽
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
は
、障
害
者
手

帳
な
ど

　

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
、必
ず
税
務
署

が
開
設
す
る
申
告
会
場
（
商
工
会
議
所
４
階
）

で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
人

▼
譲
渡
所
得
（
株
式
譲
渡
、
不
動
産
譲
渡
な
ど
）

が
あ
る
人

▼
青
色
申
告
を
す
る
人

▼
初
め
て
事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

▼
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た

人
▼
住
宅
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
・
省
エ
ネ
改
修
な
ど
の
特
別
控
除
を

受
け
る
人

e-Tax ホームページ
http://www.e-tax.nta.go.jp

国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp

確
定
申
告
が
必
要
な
人
は

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
人
、土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

で
、

　
　

平
成
23
年
分
の
各
種
所
得
金
額

の
合
計
額
か
ら
基
礎
控
除
そ
の
他

の
所
得
控
除
を
差
し
引
き
、
そ
の
金

額
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
税
額
か

ら
配
当
控
除
額
を
差
し
引
い
て
、
な

お
残
額
の
あ
る
人

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
、

（ア）
給
与
の
年
収
が
２
、０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

（イ）
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
人

（ウ）
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
て
、年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た

給
与
の
収
入
金
額
と
、給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額

と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る

人
※
例
外
も
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
、
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る

場
合
は
、
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

郵
送
さ
れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
彦
根
年

金
事
務
所
（
旧
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦

根
事
務
所
）☎
23-

１
１
１
４
番
に
照
会

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、「
医

療
費
の
明
細
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
作
成
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
彦
根
市
で
は

申
告
書
（
控
）
に
受
付
印
を
押
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
受
付
印
が
必
要

な
人
は
、
確
定
申
告
書
を
税
務
署
の
窓

口
へ
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

この社会　あなたの税が
年
金
受
給
者
の
た
め
の

事
前
集
合
指
導

　

確
定
申
告
が
必
要
な
年
金
受
給
者

の
た
め
に
、次
の
と
お
り
相
談
会
場
が

開
設
さ
れ
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

月
日　

２
月
６
日
㈪
〜
同
10
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所

　
　
　

４
階　

大
会
議
室

税
理
士
に
よ
る
相
談
会
場

　

税
理
士
に
よ
る
相
談
会
場
が
、左
の

と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

主
催　

彦
根
納
税
協
会
☎
22-

２
８
３

６
番
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確
定
申
告
書
は
「
第
二
表
」
も

省
略
せ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
、
彦
根
市
で
は
市
・

県
民
税
（
以
下
、
住
民
税
）
の
課

税
を
行
う
た
め
に
、
確
定
申
告
書

の
記
載
内
容
だ
け
で
確
認
で
き
な

い
項
目
は
、
添
付
資
料
を
税
務
署

で
閲
覧
し
、
正
確
な
課
税
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
電
子
申

告
（e-TA

X

）
な
ど
の
普
及
に
よ

り
、
添
付
資
料
を
省
略
す
る
人
が

増
加
し
た
た
め
、
確
認
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
に
影
響
が
な
い
か
ら
と

記
載
を
省
略
す
る
と
、
住
民
税
で

控
除
で
き
ず
に
税
額
に
影
響
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
を

す
る
と
き
は
、確
定
申
告
書
の「
第

一
表
」
だ
け
で
な
く
、「
第
二
表
」

も
省
略
せ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、「
住
民
税
に
関
す
る
事

項
」
欄
も
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
詳
し
い
書
き
方

は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

人
の
確
定
申
告
の
手
続
き
が
変

更
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
が

あ
る
人
で
、「
公
的
年
金
等
の
収
入

金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
」
か
つ

「
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
」

に
該
当
す
る
場
合
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
住
民
税
の
申

告
は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
個

人
住
民
税
の
改
正
に
つ
い
て

　

扶
養
控
除
の
見
直
し
と
同
居
特

別
障
害
者
加
算
の
特
例
措
置
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。所
得
税
は
平
成
23

年
分
か
ら
、個
人
住
民
税
は
平
成
24

年
度
課
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

扶
養
控
除
の
見
直
し

　

見
直
し
図
は
下
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
手
当
て
が
で
き
た
た
め
、

年
少
扶
養
親
族(

年
齢
が
16
歳
未

満
の
扶
養
親
族)

に
対
す
る
扶
養

控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

高
校
の
授
業
料
無
料
化
に
伴
い
、

特
定
扶
養
親
族(

年
齢
が
16
歳
以

上
23
歳
未
満
の
扶
養
親
族)

の
う

ち
、
年
齢
が
16
歳
以
上
19
歳
未
満

の
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分(

12

万
円)

が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控
除

の
額
が
33
万
円
に
な
り
ま
す
。
年

齢
が
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人
の

扶
養
控
除
額
は
変
わ
ら
ず
45
万
円

の
ま
ま
で
す
。

　

な
お
、
住
民
税
の
課
税
に
つ
い

て
は
、一
定
の
所
得
以
下(

非
課
税

基
準)

の
人
に
つ
い
て
、
均
等
割
・

所
得
割
を
課
税
し
な
い
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
算
定
に
は
、
扶
養

親
族
の
人
数
を
用
い
ま
す
。
扶
養

控
除
の
見
直
し
に
伴
い
、
年
少
扶

養
親
族
（
年
齢
が
16
歳
未
満
の
扶
養

親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
は
廃

止
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
税
の
算
定

（
非
課
税
基
準
の
算
定
）
に
は
扶
養

親
族
の
人
数
と

し
て
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

確
定
申
告
書

と
市
・
県
民
税

申
告
書
に
あ
る
、

「
16
歳
未
満
扶
養

親
族
」欄
に
16
歳

未
満
の
扶
養
親

族
の
氏
名
な
ど

を
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

同
居
の
特
別
障
害
者
に
対
す
る

障
害
者
控
除
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
所
得
割
の
納
税
義
務

者
の
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶

養
親
族
な
ど
が
特
別
障
害
者
で
同

居
す
る
場
合
は
、
配
偶
者
控
除
ま

た
は
扶
養
控
除
の
額
に
同
居
特
別

障
害
者
加
算
23
万
円
を
加
え
控
除

し
て
い
ま
し
た
。
扶
養
控
除
の
見

直
し
に
よ
り
、
同
居
す
る
特
別
障

害
者
に
つ
い
て
は
、
特
別
障
害
者

控
除
の
額(

30
万
円)

に
、23
万
円

を
加
算
し
、
53
万
円
を
障
害
者
控

除
の
額
と
し
ま
す
。
16
歳
未
満
の

年
少
扶
養
親
族
で
、
障
害
者
控
除

に
該
当
す
る
扶
養
親
族
に
つ
い
て

は
扶
養
控
除
額
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

障
害
者
控
除
額
は
適
用
さ
れ
ま
す
。

寄
附
金
控
除
の
見
直
し

　

寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限

額
が
５
千
円
か
ら
２
千
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
平

成
23
年
1
月
1
日
以
降
の
寄
附
金

か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

市
・
県
民
税
、

所
得
税
申
告

震
災
被
災
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
人
は
、
所
得
税

な
ど
の
国
税
に
関
し
て
、
軽
減
・
免
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ 

22-

１
３
９
８
番

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
調
査
員
証
」を
持
っ
た
調
査
員
が
調
査

票
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
に
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
セ
ン
サ
ス　

調
査
対
象
す
べ
て
を
調
べ

る
統
計
調
査

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１

０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

　

美
術
品
、
骨
董
品
と
し
て
の
火
縄
銃
な

ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て

い
な
い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他
人
へ
の
譲

渡
は
も
ち
ろ
ん
、
所
持
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
16
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３

時
場
所　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室
（
大

津
市
松
本
一
丁
目
）

持
ち
物

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
６
、
３
０
０
円
）、

ま
た
は
再
交
付
手
数
料
（
１
件
３
、
５

０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財

保
護
課
☎
０
７
７-

５
２
８-

４
６
７
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
９
５

６
番   

一
部
の
高
齢
者
は

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
人
で
も
、
福
祉
事
務
所
長
が
次
の
①
〜

③
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
と
認
定
す
れ

ば
、
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上
の
人

②
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

③
医
師
の
診
断
な
ど
で
、
中
等
度
以
上
の

認
知
症
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
人
、
ま

た
は
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
人

申
請
方
法

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の
申
請
は
、

本
人
か
家
族
の
印
鑑
を
持
っ
て
、

介

護
福
祉
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請

後
、
10
日
〜
２
週
間
ほ
ど
で
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９

６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

日
本
経
済
の
「
い
ま
」
を
知
る                    

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス 

　

総
務
省・経
済
産
業
省
で
は
、平
成
24
年

２
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
全
て
の

企
業・事
業
所
を
全
国
一
斉
に
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
を
は
じ

め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性

化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た

　

相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

以
前
か
ら
た
び
た
び
海
外
か
ら
宝
く
じ
の
当
選
通
知
と
い
う
内

容
の
封
書
が
届
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
支
払
保
証
済
み
者
６

人
の
顔
写
真
入
り
の
も
の
で
し
た
。
当
選
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
２
、
０
０
０
円
の
手
数
料
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
信

用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
相
談
の
ほ
か
に
も
「
実
際

に
手
数
料
を
払
っ
た
の
に
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
当
選
金
が
送
ら

れ
て
こ
な
い
、
そ
の
う
え
次
か
ら

次
へ
と
別
の
海
外
宝
く
じ
の
当

選
通
知
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
事
例
が
全
国
各
地
で
多

数
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
封
書
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
な

ど
の
国
か
ら
エ
ア
メ
ー
ル
で
送

ら
れ
て
き
ま
す
が
、
最
近
中
国
か

ら
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

あ
た
か
も
当
選
金
が
無
条
件

で
受
け
取
れ
る
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
封
書
を
送
り
つ
け
、
実
際

は
、
宝
く
じ
の
購
入
申
込
を
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

海
外
の
宝
く
じ
は
日
本
国
内

で
買
う
だ
け
で
も
違
法
で
す
。
絶

対
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

手
数
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い

に
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安

易
に
カ
ー
ド
番
号
を
知
ら
せ
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
郵
送
を

止
め
る
有
効
な
手
段
は
あ
り
ま

せ
ん
。
無
視
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
訪
問
販
売
の
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
消
費
生
活
に
関

す
る
こ
と
は
彦
根
市
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お わ び と 訂 正 　広報ひこね 1月1・15日号14ページ『募集』欄のうち「ポルトガル語教室」の記事で「初級Ⅱ」とあるのは、
「初級Ⅳ」の誤りでした。おわびして訂正します。
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食
育
の

発
信
基
地

と
し
て
、

町
民
開
放

型
の
調
理

実
習
室
・

研
修
室
を

設
置
し
、

さ
ら
に
調
理
や
洗
浄
な
ど
一
連
の

作
業
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
見
学

コ
ー
ス
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
元
農
産
物
の
新
規
需
要
開

拓
事
業
と
し
て
加
工
品
開
発

支
援
事
業
（
豊
郷
町
）

　

地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
使

い
、
新
た
な
加
工
品
の
開
発
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
２
農
家
が
、
こ

の
た
び
新
規
需
要
開
拓
事
業
を
活

用
し
て
豊
郷
町
産
の
農
産
物
を
使

っ
た
「
ダ
イ
コ
ン
の
お
ろ
し
ぽ
ん

酢
」「
た
ま
ね
ぎ
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」「
章あ

き

姫ひ
め

い
ち
ご
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
を
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
「
地
元
で
と
れ
た
農

産
物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
町

各
農
作
業
の
指
導
の
ほ
か
に
、

地
元
の
歴
史
の
話
も
さ
れ
て
い

て
、
生
徒
は
興
味
深
く
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。

給
食
を
新
し
い
給
食
セ
ン
タ

ー
か
ら
提
供
（
愛
荘
町
）

愛
荘
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要

▼
町
内
８
校
園 
３
、０
０
０
食
を

調
理
提
供
可
能
な
最
新
厨
房

設
備
機
器
を
導
入

▼
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

合
致
し
た
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ス

テ
ム
の
採
用

▼
安
全
衛
生
基
準
の
確
保
の
た

め
、
各
部
屋
を
壁
や
カ
ウ
ン

タ
ー
で
仕
切
り
、
随
所
に
パ

ス
ス
ル
ー
方
式
を
採
用

▼
独
立
し
た
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
調
理
室
を
設
置

▼
カ
ゴ
ご
と
に
自
動
食
器
洗
浄

機
の
導
入
に
よ
る
作
業
効
率

の
向
上

▼
環
境
に
配
慮
し
た
オ
ー
ル
電

化
熱
源
シ
ス
テ
ム
を
採
用　

生
産
者
と
小
中
学
生
と
の
交

流
推
進
事
業
（
彦
根
市
）

　

城
北
小
学
校
と
彦
根
西
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

松
原
農
業
組
合
に
協
力
い
た
だ

き
、
ダ
イ
コ
ン
や
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
な
ど
の
野
菜
の
植
え
付
け

や
収
穫
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
験
後
は
、
児
童
・
生
徒
か

ら
「
ダ
イ
コ
ン
の
種
を
見
る
の

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま

り
の
小
さ
さ
に
び
っ
く
り
し
た
」

「
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
も
の
を

食
べ
て
み
て
、
食
と
農
の
つ
な

が
り
や
農

業
の
大
切

さ
が
良
く

分
か
っ
た
」

な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
感

想
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。

　

地
元
の

生
産
者
は
、

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す

の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば
」
と
、
意
気
込

ん
で
お
ら
れ
、
今
後
、
更
な
る
開

発
に
よ
り
新
た
な
商
品
の
販
売
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

 　
　
　

 

せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら

（
甲
良
町
）

　

平
成
24
年
度
建
設
予
定
の
「
せ

せ
ら
ぎ
の
里 

こ
う
ら
交
流
館
」

は
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
直
売
施
設
の
拡
充
も
図
り
ま

す
。「
交
流
館
」
は
、
年
末
年
始

を
除
き
、
年
中
無
休
で
営
業
し
、

駐
車
場
・
公
衆
ト
イ
レ
は
、
24
時

間
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
平
成
24

年
度
末
に
は

施
設
の
整
備

を
完
了
し
、

道
の
駅
の
登

録
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

生
産
意
識
の
向
上
へ

（
多
賀
町
）

　

多
賀
町
に
お
け
る
地
産
地
消
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
「
多
賀

に
ん
じ
ん
」
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
産
野
菜
を
学
校
給
食
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
そ
の
割
合
は
近
隣
と

比
べ
て
非
常
に
高
く
、
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
安
心
安
全
な
食
材
を

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に
届
け
る

と
い
う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

多
賀
町
は
近
畿
で
も
有
数
の
そ

ば
の
産
地
で
、
豊
か
な
自
然
の
恩

恵
を
受
け
つ
つ
、
農
薬
や
化
学
肥

料
の
使
用
を
５
割
以
下
に
減
ら
し

た
「
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
」
の

認
証
を
受
け
て
、「
多
賀
そ
ば
」

と
し
て
皆
さ
ん
に
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

い
ず
れ
も
地
域
で
採
れ
た
農
産

物
を
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う
地

産
地
消
の
取
り
組
み
の
中
で
、
消

費
者
へ
安
心
・
安
全
の
提
供
は
も

ち
ろ
ん
、
生
産
者
の
生
産
意
識
の

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
今

後
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

旧
愛え

知ち

川が
わ

の
流
れ

　

現
在
の
愛
知
川
は
、
服
部
町
の
北
で
弧

を
描
い
て
、
北
か
ら
西
へ
と
流
れ
を
変
え

て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
愛
知
川
の
本
流
は
、

そ
の
ま
ま
北
流
し
て
甲
崎
町
か
ら
湖
岸
の

薩
摩
町
へ
と
流
れ
を
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
そ
の
ル
ー
ト
は
旧
愛
知
川
が

形
成
し
た
自
然
堤
防
に
よ
っ
て
土
地
が
少

し
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
各
集
落

が
帯
状
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
甲
崎
町
の

集
落
も
例
外
で
は
な
く
、
自
然
堤
防
に

沿
っ
て
南
東
か
ら
北
西
へ
と
細
長
く
伸
び

て
い
ま
す
。

甲
崎
城
跡

　

寛か
ん

政せ
い

４
年（
１
７
９
２
）に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た

地
誌
『
淡お

う

海み

木こ

間ま

攫ざ
ら
え』

に
よ
る
と
、
甲
崎

町
は
、
か
つ
て
神
崎
村
と
称
し
た
よ
う
で

す
が
、
寛か

ん

永え
い

年
間
（
１
６
２
４
～
４
４
）

か
ら
甲
崎
村
に
表
記
が
変
わ
っ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
甲
崎
町
の
小
字
名
を
見
て
い
く
と
、

城
館
に
関
連
す
る
地
名
を
数
多
く
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
上
図
参
照
）。

　

ま
ず
、現
在
の
集
落
一
帯
の
小
字
が「
城

屋
敷
」
で
、
そ
の
南
東
側
の
畑
地
が
「
上

屋
敷
」、
ま
た
北
西
側
の
畑
地
が
「
中
屋

敷
」、
さ
ら
に
西
方
の
畑
地
に
も
「
下
屋

◀
甲
崎
町
小
字
図

敷
」
の
小
字
名
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
地
図

の
実
線
の
丸
で
囲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）。

　

そ
し
て｢

中
屋
敷｣

と
「
下
屋
敷
」
の

間
に
は
、
四
周
に
水
路
を
巡
ら
せ
た
内
に

「
本
城
地
」「
馬
屋
」「
土
居
」
な
ど
の
小
字

名
が
集
中
し
て
い
ま
す
（
地
図
中
の
破
線
の

丸
で
囲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）。
ま
た
、西
側
に

は
「
代
ノ
屋
敷
」「
善
平
殿
」
な
ど
の
小
字

も
隣
接
し
て
い
ま
す
（
地
図
中
の
実
線
の
二

重
丸
で
囲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）。こ
の
辺
り
が

堀
に
囲
ま
れ
た
平
地
城
館
の
主し

ゅ

郭か
く

で
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
地
元
で
は
こ
の
城

館
を
甲
崎
城
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

甲
崎
城
を
巡
る
堀
は
、
西
方
に
延
び
る

水
路
を
経
由
し
て
神じ

ん

上じ
ょ
う

沼ぬ
ま

、
さ
ら
に
薩
摩

港
・
柳
川
港
と
も
直
結
し
て
い
ま
す
。
両

港
は
、
江
戸
時
代
に
蝦え

夷ぞ

地ち

松ま
つ

前ま
え

に
出
店

し
た
薩
摩
商
人
・
柳
川
商
人
ゆ
か
り
の
港

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
湖
上
交
通
の
要
所
と
し
て
商
業
が
発

達
し
て
い
ま
し
た
。
両
港
に
接
す
る
甲
崎

城
は
、
両
港
の
権け

ん

益え
き

に
も
深
く
関
わ
っ
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

神
崎
氏

　

甲
崎
城
の
城
主
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の

が
神
崎
氏
で
す
。
貞

じ
ょ
う

享き
ょ
う

年
間
（
１
６
８
４

～
８
８
）
に
著
さ
れ
た
近
江
の
地
誌
『
淡お

う

海み

温お
ん

故こ

録ろ
く

』
に
は
、
神
崎
氏
は
近
江
守し

ゅ

護ご

▲かつての甲崎城跡から荒神山を望む

佐
々
木（
六
角
）頼よ

り

綱つ
な

の
子
孫
と
記
し
て
い

ま
す
。
神
崎
氏う

じ

高た
か

以
降
、
高た

か

昌ま
さ

・
昌ま

さ

信の
ぶ

・

賢か
た

昌ま
さ

・
昌ま

さ

氏う
じ

と
５
代
に
わ
た
っ
て
当
地
に

城
館
を
構
え
、
六
角
氏
の
下
で
活
躍
し
た

と
伝
え
て
い
ま
す
が
、
詳
細
な
史
料
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、Ｅ
メ
ー
ル　

 bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 

　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、

地
域
に
埋
も
れ
た
文
化
財
資
料
を

探
し
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
で
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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統
計
調
査
員

〈
職
務
の
内
容
〉国
や
県
が
実
施
す

る
各
種
統
計
調
査
の
業
務
を
そ
の

つ
ど
依
頼
し
ま
す
。　〈
資
格
〉市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
調
査

に
熱
意
と
責
任
感
を
持
っ
て
取
り

組
み
、
職
務
上
知
り
得
た
調
査
内

容
な
ど
の
秘
密
を
守
れ
る
人
（
警

察
・
税
務
・
選
挙
に
直
接
関
係
す
る
人

は
除
く
）　
〈
報
酬
〉
調
査
の
つ
ど
、

支
払
い
ま
す
。　
〈
申
込
期
間
〉
２

月
１
日
㈬
〜
同
22
日
㈬　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

ご
城
下
に
ぎ
わ
い
市

出
店
者

〈
開
催
日
時
〉３
月
17
日
㈯
〜
５
月

６
日
㈰
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
出
店
場
所
〉
金
亀
児
童
公
園
（
金

亀
町
）
に
あ
る
井
伊
大
老
像
横
の

　

課
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　

障
害
福
祉
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出・問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福

祉
課
（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平

田
町
５
９
４
）
☎
27-

９
９
８
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
、

Ｅ
メ
ー
ル shogaifukushi@

m
a.city.hikone.shiga.jp

次
期
「
彦
根
市
障
害
者
計
画
」

（
素
案
）

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
な
れ
た

ま
ち
で
地
域
の
人
々
と
と
も
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
、
障
害
者
関
連
施
策

を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
具
体
的

な
展
開
方
向
を
示
す
次
期
「
彦
根

市
障
害
者
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
素
案

を
公
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
募
集
し
ま
す
。　

提
出
期
間　

２
月
13
日
㈪
〜
３
月

13
日
㈫
（
必
着
）

素
案
の
公
開
場
所
、
提
出
方
法
、

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
の
「
第
３
期
彦
根
市
障
害
福

　

祉
計
画
」（
素
案
）
と
同
じ

〈
場
所
〉子
ど
も
セ
ン
タ
ー
多
目
的

室　

 

〈
対
象
〉５
歳
〜
小
学
生（
小

学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

〈
定
員
〉
30
人 

（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
２
０
０
円　
〈
申
込
開
始
〉
２

月
５
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
〜　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

子
育
て
講
座

絵
本
と
親
し
も
う
 !!

〈
内
容
〉
親
子
で
絵
本
に
親
し
み
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

〈
日
時
〉
２
月
23
日
㈭　

０
〜
１

歳
は
午
前
10
時
〜
同
10
時
50
分
、

２
〜
３
歳
は
午
前
11
時
〜
同
11
時

50
分　
〈
場
所
〉子
ど
も
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室　
〈
対
象
〉
０
〜
１
歳
、

２
〜
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

 

〈
定
員
〉
各
25
組 

（
先
着
順
）　
〈
持

ち
物
〉筆
記
用
具　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
６
日
㈪
～
同
17
日
㈮  〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉子
ど
も
未
来
室

☎
28-

１
５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

28-

３
６
４
６
番
※
電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
へ　
　

平
成
 24
年
度

市
民
会
館
舞
台
練
習
場

使
用
（
運
営
）
団
体

〈
参
加
資
格
〉
市
内
で
活
動
す
る

舞
台
芸
術
関
係
団
体
の
う
ち
、
練

習
成
果
の
発
表
を
目
的
と
し
て
定

期
的
な
使
用
を
希
望
す
る
団
体
で
、

運
営
協
議
会
を
構
成
し
て
、
日
程

調
整
な
ど
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
団
体（
営
利
目
的
の
団
体

な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）　
〈
登

録
方
法
〉

教
育
委
員
会
文
化
振

興
室（
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ 

メ
ッ

セ
ホ
ー
ル
棟
１
階
）
で
詳
し
い
説

明
を
受
け
、
お
渡
し
す
る
要
綱
に

従
っ
て
団
体
登
録
申
請
書
を
同
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込

期
間
〉
２
月
１
日
㈬
〜
同
14
日
㈫

（
２
月
５
日
㈰
、
同
６
日
㈪
、
同
12
日

㈰
、同
13
日
㈪
は
休
み
）　
〈
問
い
合

わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振

興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
21-

３
０
８
０
番

平
成
 24
年
度

彦
根
市
秋
の
文
化
祭
協
賛
事
業

〈
協
賛
事
業
に
な
る
と
〉
広
報
ひ

こ
ね
、
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
す
。　
〈
対

象
事
業
〉
９
月
１
日
㈯
〜
12
月
２

日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
展
示
、
発
表

な
ど
の
催
し
で
、
市
民
が
広
く
参

加
で
き
る
も
の　
〈
対
象
団
体
〉

市
内
の
文
化
芸
術
団
体
、
社
会
教

育
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
団
体
で
、
過
去
に
市
内
外
で
展

示
、
発
表
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ

る
団
体　
〈
申
込
方
法
〉
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
使
用
す

る
施
設
の
使
用
許
可
書
か
使
用
申

込
書
の
写
し
を
添
え
て
、

教
育

委
員
会
文
化
振
興
室
（
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ 

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１

階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳

細
は
、
募
集
要
項
で
必
ず
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）  〈
申
込
書
・
募
集
要
項

の
配
布
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
、
市
民
会
館
、
市
役
所
１
階

総
合
案
内
、
支
所
、
各
出
張
所
、

各
地
区
公
民
館
、
高
宮
地
域
文
化

セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ

ー
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど　

〈
申
込
期
間
〉
２
月
23
日
㈭
〜
３

月
31
日
㈯   

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

湖
東
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理

広
域
化
事
業
促
進
協
議
会
の

傍
聴
者

〈
趣
旨
〉
湖
東
地
域
一
般
廃
棄
物

処
理
広
域
化
事
業
促
進
協
議
会
で

は
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　〈
日
時
〉２

月
９
日
㈭
午
後
２
時
～
午
後
３
時

30
分　
〈
場
所
〉豊
栄
の
さ
と
（
犬

上
郡
豊
郷
町
四
十
九
院
）
視
聴
覚
室

〈
協
議
会
の
内
容
〉ご
み
処
理
施
設

建
設
に
お
け
る
生
活
環
境
影
響
調

査
（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い

て　
〈
講
師
〉
滋
賀
県
職
員　
〈
定

員
〉
20
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
〈
参
加
費
〉
無
料
〈
申

込
期
限
〉
２
月
３
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
湖
東
地
域
一
般

廃
棄
物
処
理
広
域
化
事
業
促
進
協

議
会
事
務
局（
彦
根
愛
知
犬
上
広
域

行
政
組
合
建
設
推
進
室
内
）
☎
35-

０
０
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
35-

４
７

１
１
番

彦
根
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
の
傍
聴
者

〈
趣
旨
〉
ご
み
減
量
化
と
再
資
源

化
を
進
め
る
方
策
な
ど
を
検
討
す

る
審
議
会
で
す
。
会
議
は
公
開
で

行
わ
れ
、
傍
聴
で
き
ま
す
。
今
回

の
会
議
で
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
視

察
、
こ
れ
ま
で
の
ご
み
対
策
の
検

証
と
課
題
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

〈
日
時
〉２
月
13
日
㈪
午
後
１
時
〜

同
４
時
（
施
設
を
視
察
す
る
た
め
、

会
議
は
午
後
２
時
30
分
〜
）〈
場
所
〉

㈶
彦
根
市
事
業
公
社
（
野
瀬
町
）

２
階
会
議
室　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

ウ
ィ
ズ
法
律
講
座

ほ
ぉ
～
な
る
ほ
ど
 !!

夫
婦
の
法
律
知
識　
　

〈
内
容
〉財
産
分
与
や
遺
産
相
続
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

し
ま
す
。「
万
が
一
の
と
き
に
手
続

き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」「
こ

ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
の
」
と

い
っ
た
疑
問
に
答
え
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
２
月
18
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉 

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

会
議
室   

〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人　

 

〈
定
員
〉30
人 

（
先
着
順
）　
〈
受
講
料
〉
２
０
０
円

〈
託
児
〉
一
人
２
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、要
予
約
）　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
１
日
㈬
～
同
17
日
㈮〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
24-

３
５
２
９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）
※
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

ふ
し
ぎ
科
学
マ
ジ
ッ
ク
＆

ク
ラ
フ
ト

〈
内
容
〉「
あ
ら
、不
思
議
！
」マ
ジ

ッ
ク
で
科
学
の
不
思
議
を
体
験
し

ま
す
。自
分
で
も
作
っ
て
、楽
し
く

遊
び
ま
す
。　
〈
日
時
〉
２
月
19
日

㈰
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分

第
３
期
彦
根
市
障
害
福
祉
計
画

（
素
案
）

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
き
「
第
３
期
彦
根
市
障

害
福
祉
計
画
」
の
作
成
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
素
案
を
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

提
出
期
間　

２
月
８
日
㈬
〜
３
月

８
日
㈭
（
必
着
）

素
案
の
公
開
場
所　

障
害
福
祉

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を

　お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を

　お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を

　お
待
ち
し
て
い
ま
す

旬
以
降　
〈
申
込
方
法
〉
本
人
ま

た
は
同
居
（
同
居
予
定
を
含
む
）

の
家
族
が
、

住
宅
管
理
室
（
市

役
所
１
階
）
に
申
込
書
な
ど
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

住
宅
管
理
室

☎
30-

６
１
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

特
設
テ
ン
ト
内　

縦
90
㎝
×
横
90

㎝
の
ス
ペ
ー
ス　
〈
対
象
〉
原
則

と
し
て
市
内
で
営
業
し
て
い
る
事

業
主
（
会
社
）　
〈
そ
の
他
〉
販
売

は
、
㈳
彦
根
観
光
協
会
が
行
い
ま

す
。
費
用
な
ど
詳
し
く
は
同
協
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

〈
申
込
期
限
〉２
月
15
日
㈬　

午
後

５
時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

㈳
彦
根
観
光
協
会
（
尾
末
町
）
☎

23-

０
０
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１

９
１
９
番　

※
協
会
事
務
所
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者　
　

 

〈
内
容
〉
一
般
向
け　

４
戸
、
ひ

と
り
親
世
帯
向
け　

１
戸
（
場
所

な
ど
詳
し
く
は
広
報
ひ
こ
ね
１
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　
〈
受
付

期
間
〉
２
月
１
日
㈬
〜
同
10
日
㈮

〈
入
居
決
定
の
時
期
〉
３
月
上
旬

頃  

〈
入
居
で
き
る
時
期
〉
３
月
中

第
５
期
彦
根
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
素
案
）

　
「
彦
根
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
３
年

ご
と
に
策
定
し
、
高
齢
者
の
保
健

福
祉
と
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
実
施
す

る
第
５
期
の
計
画
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
素
案
を
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。　

素
案
の
公
開
場
所　

介
護
福
祉

課
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
期
限　

２
月
20
日
㈪
（
必
着
）

提
出
方
法　

介
護
福
祉
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出・問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福

祉
課
（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平

田
町
６
７
０
）
☎
23-

９
６
６
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル kaigo@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
、
意
見
に
対
す
る
彦
根
市
の
考
え
方

と
と
も
に
整
理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し

て
、
個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ２０

１
０
特選作品紹介
第８回

ぼ
く
の
人
権
と

友
達
の
人
権

川か
わ

口ぐ
ち　

裕ゆ
う

大だ
い

さ
ん

（
旭
森
小
学
校
５
年
・
学
年
は
応
募
時
）

　

十
二
月
に
入
っ
て
先
生
が
、

「
今
日
は
、
人
権
学
習
を
し
ま
す
。

ま
ず
、
人
権
と
い
う
言
葉
の
意
味

が
分
か
り
ま
す
か
？
」

と
、
み
ん
な
に
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
よ
く
聞
く
言
葉
だ
け
ど
く

わ
し
く
は
分
か
ら
な
く
、
人
を
思

い
や
っ
た
り
、
や
さ
し
く
し
た
り

す
る
こ
と
な
の
か
な
ぁ
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
人
権
と
は

人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て

い
る
幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利
」

の
こ
と
だ
と
知
り
ま
し
た
。
人
は

だ
れ
で
も
幸
せ
に
生
き
た
い
と
願

う
の
で
は
な
く
、
生
き
て
い
く
の

が
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
だ
と
、

こ
の
時
初
め
て
知
っ
た
の
で
す
。

「
み
ん
な
は
学
校
の
中
や
ク
ラ
ス

の
中
で
毎
日
楽
し
く
、
幸
せ
に
過

ご
せ
て
い
ま
す
か
？
」

と
、
次
に
先
生
が
聞
か
れ
た
時
に
、

ぼ
く
は
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
か

ら
大
じ
ょ
う
ぶ
‼
っ
て
思
い
ま
し

た
。ク
ラ
ス
の
み
ん
な
か
ら
は
、悪

口
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
た
、
た
た

か
れ
た
、か
ら
か
わ
れ
た
な
ど
、た

く
さ
ん
の
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
分

の
つ
ら
か
っ
た
体
験
を
話
す
の
を

聞
い
て
る
う
ち
に
ぼ
く
も
、
以
前

の
出
来
事
が
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
中
で
、
友
達
が
何
回
も

悪
口
を
言
わ
れ
た
り
、
避
け
ら
れ

た
り
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の

時
は
、
特
に
何
も
思
わ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
日
そ
の
悪
口
を
言

わ
れ
た
友
達
が
、　　
　
　
　
　

「
ぼ
く
は
何
も
し
て
い
な
い
の
に
、

ぼ
く
が
さ
わ
っ
た
ら
き
た
な
い
も

の
を
は
ら
う
よ
う
に
さ
れ
て
す
ご

く
い
や
だ
っ
た
。」

と
、言
っ
た
時
、こ
れ
で
は
こ
の
人

の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
な
い
、
こ

の
人
は
幸
せ
に
過
ご
し
て
い
な
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
身

近
に
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
で
こ
ん
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
す
ご

く
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
話
し
合
い
を
進
め
る
う

ち
に
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る

人
も
い
じ
め
て
い
る
人
と
同
じ
だ

と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の

時
、
ぼ
く
の
心
は
ド
キ
ッ
！
と
音

を
立
て
ま
し
た
。
ぼ
く
が
や
っ
て

い
た
こ
と
は
い
じ
め
て
い
る
人
と

同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た

か
ら
で
す
。

　

み
ん
な
で
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
一
生
け
ん
命
考
え
ま
し

た
。「
勇
気
を
出
し
て
止
め
な
あ
か

ん
な
。」「
一
人
が
無
理
な
ら
、
何

人
か
で
言
お
か
。」「
や
る
前
に
や

差別をなくし人権を尊ぶ
彦根市青年集会

　昨年は、東日本大震災、台風12号など、甚
大な被害をもたらす災害が続いた年でした。
しかし、「絆

きずな

」の一文字に象徴されるように、
復興に向けた取り組みの中で、「人と人との
つながり」の大切さを再確認する年でもあり
ました。
　青年集会では部落差別を題材にした朗読
劇を通じて、「差別」「生き方」について、考
え合ったり、語り合ったりしながら、「人と人
のつながりを断ち切る差別」をなくし、誰も
が笑顔で生きられるまちづくりに向けて、今
だからできること、しなければならないこと
について意見交流をしたいと考えています。
奮って参加し、大いにディスカッションする
ことで、人権尊重の輪を広げませんか。
日時　２月５日㈰　９：30 〜 12：00
場所　ひこね市文化プラザ　メッセホール
（野瀬町）

内容　開会行事、意見交流など
その他　手話通訳、託児あります。（託児は要

予約）
問い合わせ先　差別をなくし人権を尊ぶ彦

根市青年集会実行委員会事務局（ 教育委
員会人権教育課内）☎ 24-7976、ＦＡＸ
23-9190

ら
れ
た
人
の
気
持
ち
を
考
え
た
ら

い
い
ん
や
で
。」
本
当
に
い
ろ
い

ろ
な
考
え
が
み
ん
な
の
口
か
ら
出

て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
ク
ラ
ス
の

心
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
気
が

し
て
、
な
ん
だ
か
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

友
達
や
仲
間
は
と
て
も
大
切
で

す
。
友
達
が
い
る
か
ら
つ
ら
い
こ

と
、
悲
し
い
こ
と
も
わ
す
れ
ら
れ

ま
す
。
今
日
の
人
権
学
習
の
お
か

げ
で
、
自
分
だ
け
が
楽
し
く
過
ご

せ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
も
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

友
達
の
い
い
所
も
、
悪
い
所
も
お

た
が
い
理
解
し
、
受
け
止
め
て
い

け
る
そ
ん
な
ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
、
ぼ
く
の
人
権
宣
言
！

『
友
達
の
痛
み
は
、自
分
の
痛
み
！

　

気
持
ち
を
重
ね
て
分
か
り
あ
お

う
』

　
　
　
選
　
　
評
　

　
人
権
学
習
を
し
た
こ
と
で
ク
ラ
ス

の
友
達
の
声
を
真
剣
に
聴
き
、
考
え

て
い
る
筆
者
の
姿
に
頼
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
友
達
の
話
を
聞
い
て
い

く
内
に
様
々
な
不
合
理
に
気
づ
い
て

い
く
様
子
に
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
が

い
る
こ
と
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。「
ぼ

く
の
心
は
ド
キ
ッ
！
と
音
を
立
て
ま

し
た
。」と
い
う
文
章
は
印
象
的
で
す
。

そ
し
て
、
作
品
の
最
後
の
「
ぼ
く
の

人
権
宣
言
」
に
拍
手
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
得
ら
れ
た

教
訓
を
生
か
し
た
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
の
一
策
と
し
て
、
広
域
的
に
自
治
体

間
の
相
互
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

協
定
を
１
月
16
日
に
結
び
ま
し
た
。

　

香
川
県
高
松
市
で
行
わ
れ
た
調
印

式
で
は
、か
ね
て
交
流
の
あ
る
茨
城
県

水
戸
市
、
高
松
市
、
彦
根
市
の
３
市
長

（
写
真
向
か
っ
て
右
か
ら
左
へ
）
が
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。
協
定
に
は
、い

ず
れ
か
の
地
域
で
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、被
災
地
に
食
料
な
ど
生

活
必
需
品
を
提
供
し
、職
員
を
派
遣
す

る
こ
と
や
、避
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
な
お
、同
日
付
け
で
栃
木
県
佐
野
市
と
も
同

様
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
）

ゆ
か
り
の
あ
る
自
治
体
ど
う
し

災
害
時
に
は
相
互
に
支
援
し
ま
す

学校にオーケストラがやってきた

　１月 16 日、稲枝東小学校で神奈川フィルハーモニー
管弦楽団の演奏会が開かれ、児童や保護者など 500人
余りが生のオーケストラの演奏を楽しみました。
　曲目はビゼー「カルメン前奏曲」、モーツァルト「お
もちゃの交響曲」など、校内放送やテレビでなじみの
ある曲から、初めて聞く曲まで８曲。児童のリコーダー
などや合唱との共演もあり、子どもたちは大喜び。さ
らにアンコールでは予告なしに稲枝東小の校歌が演奏
され、大きな拍手と歓声が起きました。

　

火
災
件
数
に
占
め
る「
放
火
火
災
」（「
放

火
」「
放
火
の
疑
い
」
を
含
む
）
の
割
合
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
相
手
と
場
所
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

▼
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

▼
ご
み
は
、
収
集
日
時
な
ど
ル

ー
ル
を
守
っ
て
出
す

▼
家
の
周
り
を
で
き
る
だ
け
明

る
く
す
る

▼
物
置
、
空
室
、
車
庫
等
に
は

必
ず
鍵
を
か
け
る

▼
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
ボ
デ
ィ

カ
バ
ー
は
、
で
き
る
だ
け

　

燃
え
に
く
い
防
炎

　

製
品
を
使
う

　

私
た
ち
自
身
が
放
火
へ
の
危
機
意

識
を
持
ち
、
地
域
全
体
で
放
火
さ
れ
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
合
い
、
実
行
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

選
ば
ず
、
連
続
的
な
も
の
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
管
内
で
は
、
平
成
23
年
中

の
火
災
87
件
の
う
ち
、
放
火
火
災
に
よ
る

火
災
が
31
件
発
生
し
、
全
火
災
の
約
36
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

放
火
は

　

夜
更
け
に
…

　

人
通
り
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
…

　

無
差
別
に
…

行
わ
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
身
の
回
り
で
放
火
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
放
火
火
災

予
防
対
策
を
た
て「
放
火
さ
れ
な
い
、放
火

さ
せ
な
い
、
放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き

く
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
ぐ

る
み
で
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

放
火
予
防
の
た
め
、
上
の
点
に
注
意
し

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。



19 18

宝
く
じ
の
助
成
金
を

地
域
防
災
活
動
に

生
か
し
て
い
ま
す

　　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
実
施
さ
れ
た
地
域
防

災
組
織
へ
の
助
成
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

防
災
用
資
機
材
を
整
備

（
鳥
居
本
学
区
防
災
推
進
協
議
会
）

　

地
域
の
安
心
で
安
全
な
活
動

を
進
め
る
た
め
に
、
防
災
用
資
機

材
12
点
（
電
池
メ
ガ
ホ
ン
・
充
電
ラ

ジ
オ
・
か
ま
ど
セ
ッ
ト
・
発
電
機
な

ど
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
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自
殺
対
策
講
演
会
・
人
権
研
修
会　

一
人
ひ
と
り
の
命
と
人
権
を
守
る

日
時　

２
月
23
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
30
分

（
開
場
午
後
１
時
〜
）

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル
（
野

瀬
町
）

参
加
費　

無
料

事
前
申
込　

不
要

内
容

▼
１
部　

一
人
ひ
と
り
の
「
命
」
を
守
る
た
め
に
…

講
演　

職
場
の
仲
間
を
ま
も
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

講
師　

中
西
一
郎
さ
ん
（
滋
賀
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー

所
長
）

▼
２
部　

一
人
ひ
と
り
の
「
人
権
」
を
守
る
た
め
に
…

講
演　

国
際
感
覚
で
考
え
よ
う　

〜
企
業
人
権
〜

講
師　

吹
浦
忠
正
さ
ん
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24-

０
８
１
６
番

２
月
は

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
推
進
月
間

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の

設
置
に
ご
協
力
を

　

最
近
の
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
に
、

大
人
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
も
大
人
の
「
目
」
が
子
ど
も
に

向
い
て
い
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

が
ま
ず
第
一
歩
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て「
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
」設
置
運
動
が
地
域
や
事
業
主
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
に
よ
り
始
ま
り
、
現
在
約

１
、
８
５
０
件
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、目
に
つ
き
や
す
い
所
に
プ

レ
ー
ト
を
設
置
し
、子
ど
も
た
ち
に
危
険
が

押
し
せ
ま
っ
た
と
き
の
避
難
場
所
を
確
保

す
る
も
の
で
す
。多
数
設
置
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

犯
罪
抑
止
を
目
的
と

　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

各
学
区（
地
区
）の「
青

　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
育
成
協
議
会
」が

　
　
　
　
　
　
　
　

窓
口
で
す
。「
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
番
の
家
」設
置

に　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
事
務
局
（

子
ど
も
青
少
年
課
内
）

☎
26-

０
９
９
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７

６
８
番

ブラジルの２月といえば思い浮かぶものが２つ
あります。１つは、学校からもらった文房具リス
トを片手に必要なものを慌ただしく探し回る保護
者で商店街がいっぱいになることです。ブラジル
では、２月に新学年が始まるのです。

もう１つは、皆さんもご存じのカーニバルです。
たいてい 2 月に行われます。2 月頃になるとテレ
ビやラジオは、毎日のように取り上げます。リオ
のカーニバルは世界的にも有名です。チケットを
購入できず、当日のカーニバルのパレードが見ら
れない観光客の中には、せめてパレードが行われ

るサンボドロモという場所で練習風景を見ようと、
カーニバルの日の１か月前に訪れる人もいます。

カーニバルといえば「リオのカーニバル！」と
言われるのですが、カーニバルはブラジルで始ま
ったものではなく、古代ギリシャで収穫などを感
謝するための行事だったようです。それがブラジ
ルに渡ったのはヨーロッパを通じてのことです。

形も目的も最初の頃とは段々と変わっています。
リオ・デ・ジャネイロではカーニバルのためのス
クールがあり、そこに加入している人々は 1 年を
通して準備を行い、他の国とは少し違ったものが
行われるので有名になったようです。

リオ・デ・ジャネイロとは別に、東北部ではま
た一味違うカーニバルも行われます。ブラジルに
お立ち寄りの際はぜひ見てきてください。
※ブラジルでは「カーニバル」ではなく、「カル

ナヴァウ」という発音が近いです。つづりは
carnaval です。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】
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増ま
す

田だ

伊い

織お
り

ち
ゃ
ん

（
肥
田
町
）

松ま
つ

本も
と

璃り

紅こ

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

畑は
た

本も
と

佳よ
し

彦ひ
こ

ち
ゃ
ん

（
野
良
田
町
）

　健康なまちづくりを推進する「ひこね元気計画 21」
実行委員会は、毎月 21 日を「ウォーキングコース歩
き隊」と称してウォーキングをしています。
　ウォーキングコース歩き隊がウォーキングを始め
て 75 回目を迎えることと、市制 75 周年を記念して、
イベントを行います。
日時　２月 11 日 ( 土・祝 )　10：00 ～ 15：00
場所　ビバシティ彦根１階センタープラザ
内容
▶おすすめウォーキングコースの紹介など
▶ビバシティ彦根内の関係売り場・施設から、ウォー

キング・運動に関した情報の提供や血圧測定・体脂
肪・筋量測定など

▶（14：15 ～　ステージにて）
　「ひこね元気計画 21」のＰＲとともに、効果的な

ウォーキング方法・冬場のストレッチなどを紹介し
ます。

※ウォーキングコース歩き隊では、スタンプを 12 個
集めるとプレゼントがもらえるカードを発行して
います。今回のイベントの来場者には１個スタンプ
を押印します。

市制 75周年＆ウォーキングース歩き隊 75回目記念イベント

冬こそ…歩き隊！みんなで健康☆元気になろう！〜ひこね元気計画 21×
コラボ

ビバシティ彦根～

市制 75 周年＆ウォーキングコース
歩き隊 75 回目記念ウォーキング

日時　２月 21 日㈫　13：30 ～ 15：00
場所　けやき道周辺（千鳥が丘公園集合）
特典　参加者に市制 75 周年を記念して作った
　ひこにゃんのイラスト入りペットボトル（大藪

浄水場の水）をプレゼント（先着 100 人）
問い合わせ先　「ひこね元気計画 21」実行委員会

事務局（ 健康推進課）
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●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
6
0
号

（
平
成
2
4
年
２
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,1
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
0
円（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）で
す
。た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

人口と世帯数
　　　　　　平成24年1 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,３９７人　　（−１２）
５５,５２１人　　（＋　１）
５６,８７６人　　（−１３）

４４,０５２世帯　　（＋１２）

表
紙
の
写
真

　

１
月
10
日
、
鳥
居
本
中
学
校

の
生
徒
と
鳥
居
本
小
学
校
の

児
童
が
、
昔
か
ら
あ
る
遊
び
の

お
も
し
ろ
さ
を
知
り
、
興
味
・

関
心
を
深
め
よ
う
と
、
一
緒
に

遊
ん
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
学
１
〜
３
年
生
40
人
と

小
学
４
〜
６
年
生
35
人
は
、
カ

ロ
ム
、
百
人
一
首
、
将
棋
・
オ

セ
ロ
を
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
競
っ
た
り
、
け
ん
玉
、
羽
子

板
、
コ
マ
や
福
笑
い
な
ど
、
昔

な
が
ら
の
遊
び
を
先
生
に
教

え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

湖
東
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
く
取
り
組
み

と
し
て
、
湖
東
圏
域
（
彦
根
市
、
愛
荘
町
、
豊
郷

町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
）（
以
下
、
圏
域
）
を
対
象

に
、
平
成
24
年
度
の
地
域
創
造
事
業
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
提
案
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

　

応
募
者
が
事
業
主
体
に
な
る
も
の
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
イ
ベ
ン
ト
（
事
業
）

▼
地
域
の
観
光
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
事
業

▼
地
域
資
源
の
再
発
見
・
掘
り
起
こ
し
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
（
事
業
）

▼
団
体
や
個
人
の
交
流
を
通
じ
て
参
加
者
の
資

質
向
上
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
（
事
業
）

▼
圏
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト（
事
業
）

対
象
団
体　

　

提
案
し
た
事
業
が
実
施
で
き
る
、
次
の
い
ず

れ
か
の
団
体

▼
圏
域
内
に
事
務
所
が
あ
る

▼
圏
域
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
人

が
主
な
構
成
員
と
な
っ
て
い
る

募
集
事
業
数

　

圏
域
全
体
で
、
28
事
業
　

注
意
事
項

①
実
施
時
期　

４
月
〜
平
成
25
年
３
月

②
現
行
の
事
業
を
そ
の
ま
ま
応
募
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

③
応
募
者
が
事
業
主
体
に
な
る
提
案
に
限
り
ま

す
。

④
事
業
の
周
知
や
参
加
者
の
募
集
は
、　

圏
域

内
や
、
圏
域
外
で
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
案
の
方
法　
「
提
案
書
」
と
「
提
案
団
体
等

調
書
」（
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を

観
光
振
興
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
方
法　

予
備
審
査
後
、
団
体
か
ら
提
案
説

明
を
受
け
て
決
定
し
ま
す
。

提
案
内
容
の
公
表　

採
用
さ
れ
た
提
案
内
容
は
、

個
人
情
報
を
除
き
、
圏
域
の
自
治
体
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

提
案
事
業
へ
の
支
援　

▼
採
用
さ
れ
た
提
案
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
に
対
し
て
、
１
事
業
当
た
り
上
限
20

万
円
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
９
日
㈮
（
必
着
）

審
査
結
果
の
通
知　

３
月
下
旬
頃
。
審
査
終
了

後
、
全
て
の
提
案
者
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課
☎
30-

６
１
２
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、Ｅ

メ
ー
ル  kanko@

m
a.city.hikone.shiga.jp

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良
町
、
多
賀
町  

 
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　
「
広
報
ひ
こ
ね
」
で
は
、読
み
や

す
く
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
広
報

紙
を
目
指
し
て
、
表
紙
を
は
じ
め

紙
面
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
を
前
号
か

ら
新
し
く
し
ま
し
た
。
今
後
、
掲

載
記
事
の
構
成
も
変
更
し
て
い
き

ま
す
。

　

１
日
号
は
、
連
載
し
て
い
る
記

事
を
中
心
に
し
た
紙
面
構
成
に
し

ま
す
。
１
日
号
よ
り
も
ペ
ー
ジ
数

の
少
な
い
15
日
号
は
、「
お
知
ら
せ

版
」
の
性
質
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

明
確
に
し
、「
相
談
」「
し
尿
収
集

予
定
」「
た
ち
ば
な
号
巡
回
予
定
」
な

ど
は
、
原
則
と
し
て
15
日
号
に
翌
月
１

か
月
分
を
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
（
15

日
号
を
発
行
し
な
い
１
月
と
８
月
は
、
１

日
号
に
掲
載
）。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
結
ぶ

媒
体
と
し
て
、
情
報
が
よ
り
伝
わ
り
や

す
い
紙
面
作
り
に
努
め
ま
す
。
今
後
も

一
層
の
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課
☎

30-

６
１
０
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

情報政策課からのお知らせ


